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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・南山苑が２床空く為、男女どちらでも良いので、どの患者様を入所させるか検討しています。千葉　良Ｄｒは、木村　はるの様、久保田　ナヨ様を推薦しています。

ケースワーカーと看護では、小比類巻　末五郎様、吉田　ナヨ様、鈴木　ヘン様

松本　フツエ様で検討中です。南山苑のスタッフに来て見ていただき

　　　　　　　　決定となります。

＜内科診察＞

・三浦　トシエ様・・・発熱ない為、臨時薬現在処方分服用後、薬止めとなります。

・佐藤　光子様・・・発熱ない為、臨時薬現在処方分服用後、薬止めとなります。

　発熱や風邪症状があったら、内科診察して頂くようにしましょう。

・北山　和子様・・・発熱続いている為、臨時薬３日分、３月４日昼から継続処方となっています。発熱等風邪の症状と嗄声等の症状の観察お願いします。

・山内　トシエ様・・・発熱続いている為、臨時薬３日分、３月４日昼から継続処方となっています。発熱等風邪の症状と歩行時のふらつきの観察お願いします。

・南　市三郎様・・・ＭＲＳＡ　３＋の為、点滴３本から４本になり抗生剤が一日２バイアル追加になっています。

　　　　　　　　　　ＭＲＳＡは私たちスタッフの手にも付いているので、処置前後・

介護したスタッフは、手洗い・消毒を徹底しましょう。

・根市　巳佐男様・・・ツベルクリン反応陰性です。

＜電算委員会＞

・「ｗｉｚに入る事が出来なかった」というスタッフが１名おり、確認したところスペルのうち間違え（ＨとＦ）とわかりました。現時点でｗｉｚに入る事が出来ない方は鳥谷部まで教えて下さい。

＜院長不在時の院長提出書類＞

・院長不在時の院長提出書類ですが、以下のように取り扱いしてください。

①患者様の面会票や外出泊希望は特に支障のない場合には、当日出勤しているDrに確

認をとること。ただし、初外泊などの場合、主治医に確認をとったほうがいいと考え

られるものに関しては、メールで院長に報告し事前に了承を得ること。

②プログラム不参加届けは当日出勤のDrに報告・確認していただくこと。

③患者様の状態報告や指示確認は、緊急の場合には在院するDrに報告・指示を受け、

速やかに対処すること。その上で院長に経緯とその結果をメールで報告すること。時

間的に余裕があるものであれば、院長にメールで状態報告し、指示を確認すること。

（なお、これらについては江刺家課長にもメールで状態報告すること。→そうでなければ

院長から指示内容を伝えられたときに敬意を把握できない為)

④患者様の検査伝票は三上先生確認後、江刺家課長に提出すること。

⑤定期処方箋は、余裕を持って江刺家課長に提出すること。

⑥リハビリテーション関連の企画書や行事企画書は江刺家課長に提出すること。

不明な点は江刺家課長まで確認してください。

院長の決裁が必要な書類に関しては、江刺家課長が院長に届け、決裁をもらってくることになりますので、必要な情報は江刺家課長にきちんと伝達してください。

よろしくお願いします。

＜ＡユニットＮＣＰ評価・検討＞

村井　愛子様

＃１　幻聴・妄想に左右された言動

Ｐ１　幻聴・妄想の訴え内容

　２　暴力行為

　３　拒否・拒薬

　４　睡眠状態

↓（現在、幻聴・妄想に左右された言動見られていない為変更）

＃１　臥床傾向

Ｐ１　自ら離床出来る

1 プログラムに参加して頂く

2 糖尿病の為、声掛けしプログラムの体操やウォーキングをして頂く

3 余暇時は、ホールにて他者とテレビ鑑賞して頂く

4 スタッフ介入にてできるだけ離床を促す

5 ふらつき、睡眠の観察をする。

※気づいた事があったら随時ケアプランに入れて下さい。

　糖尿病ですが、空腹の訴えあった時は、せんべい１枚・ブラックコーヒーを摂取して頂いていいと医師より指示あります。

＜今年度の事故検討＞

・転倒事故が多く、同じ患者様の事故が多発しています。

（原因）

・スタッフが少し目を離した隙に患者様が立ち上がろうとして転倒する事が多いでです。

・見守りが必要な患者様に接していた際に、他の見守りが必要な他患者様が立ち上がり転倒しています。

（予防策）

・目を離す際は、他のスタッフに声掛けをし、見守りをしましょう。

・患者様の見守りが一人では無理な時は、他スタッフにも見守りをお願いしましょう。

・準夜・深夜帯などスタッフが足りない時、見守り必要な患者様が数人一斉に動こうとした際は、より目が離せないような患者様から接しましょう。

